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    活動紹介    NPO法人千葉県森林インストラクター会 

講座名 緑を楽しむ講座・習志野「里山の景観を残す公園散歩～21 世紀の森と広場～」 

開催日時 2024 年 ４月 ２０日（土）  １０時 ～ １４時 

開催場所 松戸市「２１世紀の森と広場」 一般参加者 １６名 

活動概要 

高度成長期に急激に姿を消した都市部の里山景観を未来に残すべく「自然と都市の調和を図

り、より良い都市環境を創造するための自然尊重型都市公園」として 1993 年に開園した

「21 世紀の森と広場」は、50.5 ヘクタールの広大な敷地内に、森、湧水、小川、池、畑、田

んぼなど、里山の面影を残す風景が各所に展開して目を楽しませてくれます。 

暖かな日差しを浴びて、園内に咲き競う草本、木本類の花々を観察しながら散策し、昼食後

は、近隣の縄文遺跡の発掘調査から復元された「竪穴住居」の中で、解説員の方から縄文時代

の暮らしについてレクチャーを受け、博物館では「編布（アンギン）編み」を体験しました。 

 

  

ＦＩＣチーフ講師：金井康郎 

アシスタント講師：高橋美由紀 

 

観察風景（ネコノメソウの群落） 

ウワミズザクラ 

編布（アンギン）編み体験 

観察風景 

竪穴住居内で縄文時代のレクチャー 

ゴマギ 

オニグルミ雄花序 キンラン 


